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平
成
16
年
度
一
般
会
計
及
び
5

つ
の
特
別
会
計
予
算
が
、
そ
れ
ぞ

れ
予
算
特
別
委
員
会
の
審
査
を
経

て
、
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
市
長
提
案
説

明
の
予
算
概
要
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

【
一
般
会
計
】

予
算
総
額
は
、
5
百
34
億
1
千
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
39
億
4
千
8

百
万
円
の
増
で
す
が
、
平
成
7
、
8

年
度
に
借
り
入
れ
た
減
税
補
て
ん
債

の
借
り
か
え
分
、
約
46
億
2
千
2
百

万
円
を
差
し
引
く
と
、
実
質
的
に
は

6
億
7
千
万
円
の
減
で
す
。

〈
歳
入
〉
市
税
は
法
人
市
民
税
等
の

増
収
見
込
み
か
ら
、
3
年
ぶ
り
の
増

と
な
り
、
普
通
交
付
税
は
35
％
の
減
、

市
債
は
減
税
補
て
ん
債
の
一
括
償
還

費
用
と
し
て
同
額
を
借
り
入
れ
る
た

め
、
60
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
花
小
金
井
駅
北
口
の
都
市

基
盤
整
備
事
業
・
小
川
町
一
丁
目
西

部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
試
行
運
行
の
継

続
、
元
気
村
お
が
わ
東
を
活
用
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
へ
の
支
援
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
の

2

  予　算　額 対前年度 
   （伸び率） 

 　一 般 会 計 53,410,000 8.0 

 国民健康保険事業 12,931,000 11.8 

 老 人 保 健 11,568,600 △3.7 

 介 護 保 険 事 業 6,583,800 8.8 

 下 水 道 事 業 5,839,600 △2.3 

 受 託 水 道 事 業 1,907,000 △1.4 

 　合 計 92,240,000 6.0

平成16年度予算規模 
（単位：千円、％） 
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別

 

会

 

計 

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
防
犯
組
織

を
強
化
し
ま
す
。

【
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
、
百
29
億
3
千
百
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
13
億
6
千
2

百
70
万
円
の
増
で
す
。

〈
歳
入
〉
ふ
え
続
け
る
医
療
費
の
た

め
、
一
般
会
計
か
ら
過
去
最
高
額
の

20
億
円
の
繰
入
金
を
計
上
し
、
さ
ら

に
不
足
を
補
う
た
め
、
6
年
ぶ
り
に

国
民
健
康
保
険
税
の
医
療
保
険
分
の

税
率
改
定
を
行
い
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
保
養
施
設
利
用
助
成
事
業

と
医
療
費
通
知
の
見
直
し
を
行
い
、

ま
た
、
本
年
1
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
人
間
ド
ッ
ク
利
用
費
補
助
事
業
を

本
格
的
に
実
施
し
ま
す
。

【
老
人
保
健
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
、
百
15
億
6
千
8
百

60
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
4
億
3

千
9
百
50
万
円
の
減
で
す
。

〈
歳
入
〉
法
定
割
合
に
基
づ
く
支
払

基
金
交
付
金
、
国
庫
・
都
支
出
金
及

び
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
見
込

み
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
大
部
分
が
医
療
費
で
、
1

人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
年
間
約
68

万
7
千
円
で
、
対
象
者
は
前
年
度
よ

り
約
760
人
の
減
を
見
込
み
、
1
万
6

千
7
百
55
人
と
推
計
し
ま
し
た
。

※
支
払
基
金
交
付
金
　
国
民
健
康
保

険
や
社
会
保
険
等
の
各
保
険
者
か
ら

資
金
を
出
し
合
い
、
医
療
に
要
す
る

費
用
と
し
て
市
に
交
付
さ
れ
る
お
金

※
国
庫
・
都
支
出
金
　
使
途
を
特
定

さ
れ
た
国
・
都
か
ら
の
補
助
金
等

【
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
、
65
億
8
千
3
百
80

万
円
で
、
前
年
度
予
算
に
比
べ
5
億

3
千
2
百
30
万
円
の
増
で
す
。

〈
歳
入
〉
保
険
料
の
ほ
か
、
法
定
の

負
担
で
あ
る
国
庫
・
都
支
出
金
、
支

払
基
金
交
付
金
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
入
金
等
を
計
上
し
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
保
険
給
付
費
を
約
63
億
1

千
3
百
万
円
と
見
込
み
ま
し
た
。

【
下
水
道
事
業
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
、
58
億
3
千
9
百
60

万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ
1
億
3
千

8
百
70
万
円
の
減
で
す
。

〈
歳
入
〉
下
水
道
使
用
料
は
、
汚
水

排
水
量
の
減
少
に
よ
り
、
前
年
度
比

3
・
8
％
の
減
を
見
込
み
ま
し
た
。

〈
歳
出
〉
雨
水
及
び
汚
水
の
整
備
事

業
を
計
画
す
る
と
と
も
に
、
公
共
下

水
道
施
設
の
維
持
管
理
費
、
市
債
に

対
す
る
償
還
金
で
あ
る
公
債
費
な
ど

を
計
上
し
ま
し
た
。

【
受
託
水
道
事
業
特
別
会
計
】

予
算
総
額
は
、
19
億
7
百
万
円
で
、

前
年
度
に
比
べ
2
千
7
百
万
円
の
減

で
す
。

〈
歳
入
〉
東
京
都
か
ら
の
委
託
金
が

89
％
を
占
め
、
そ
の
ほ
か
は
下
水
道

使
用
料
徴
収
事
務
委
託
金
で
す
。

〈
歳
出
〉
道
路
工
事
に
伴
う
配
水
管

布
設
が
え
、
給
水
管
の
ス
テ
ン
レ
ス

化
の
工
事
等
を
施
工
し
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
の
給
水
人
口
は
、

18
万
4
千
人
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
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依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
な

が
ら
、
市
税
収
入
が
増
額
と
な
っ
て

お
り
景
気
の
先
行
き
に
明
る
い
兆
し

が
見
え
る
。
本
予
算
で
は
、
市
政
の

継
続
性
と
市
民
生
活
に
最
大
限
配
慮

し
た
施
策
展
開
が
な
さ
れ
て
い
る
。

安
全
と
快
適
へ
の
取
り
組
み
で
は
、

駅
前
整
備
や
土
地
区
画
整
理
事
業
な

ど
、
ま
ち
の
基
盤
整
備
を
積
極
的
に

展
開
し
、
小
川
西
町
の
防
災
広
場
に

接
続
す
る
都
市
計
画
道
路
の
整
備
、

玉
川
上
水
緑
道
の
夜
間
照
明
設
置
な

ど
評
価
す
る
。
環
境
美
化
推
進
の
モ

デ
ル
事
業
の
展
開
、
屋
上
緑
化
事
業

の
推
進
な
ど
環
境
重
視
の
都
市
づ
く

り
に
力
を
注
い
で
お
り
評
価
す
る
。

安
心
と
未
来
へ
の
取
り
組
み
で
は
、

小
学
校
図
書
の
充
実
、
心
身
障
害
学

級
の
増
設
、
学
童
農
園
事
業
の
拡
大

を
図
り
、
ま
た
、
高
齢
者
等
の
実
態

本
予
算
は
、
市
債
も
抑
制
さ
れ
、

限
ら
れ
た
財
源
を
よ
り
重
点
的
・
効

率
的
に
配
分
し
た
内
容
で
、
議
論
さ

れ
た
課
題
の
多
く
を
新
規
事
業
と
し

て
盛
り
込
ん
だ
点
で
評
価
す
る
。

し
か
し
、
自
治
体
の
努
力
の
一
方

で
、
国
と
地
方
の
税
財
政
を
見
直
す

三
位
一
体
改
革
は
、
地
方
に
超
緊
縮

予
算
を
も
た
ら
し
、
移
譲
さ
れ
た
税

源
で
は
自
治
体
が
政
策
選
択
を
す
る

余
地
は
全
く
な
い
。
地
方
の
裁
量
幅

を
広
げ
て
現
場
で
工
夫
で
き
る
余
地

を
大
き
く
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
国

に
要
望
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
賛
成

に
当
た
り
、
以
下
要
望
す
る
。

①
　
市
の
重
要
な
施
策
に
関
す
る
市

報
特
集
号
な
ど
で
は
、
行
政
か
ら
市

民
に
積
極
的
に
問
い
か
け
、
訴
え
て

ほ
し
い
。
市
民
が
進
ん
で
ま
ち
づ
く

り
に
参
加
で
き
る
よ
う
、
そ
の
仕
掛

け
づ
く
り
、
場
づ
く
り
を
積
極
的
に

考
え
設
定
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

②
　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
少

子
化
対
策
の
見
地
か
ら
乳
幼
児
医
療

費
補
助
の
所
得
制
限
撤
廃
と
対
象
年

齢
の
拡
大
等
、
乳
幼
児
・
児
童
を
持

つ
家
庭
の
負
担
を
軽
減
す
る
施
策
の

今
一
歩
の
推
進
が
望
ま
れ
る
。

③
　
通
常
学
級
の
障
害
児
の
教
育
で

は
、
介
助
員
が
つ
く
こ
と
は
評
価
す

る
が
、
こ
れ
か
ら
は
障
害
児
だ
け
で

な
く
、
障
害
傾
向
児
に
関
し
て
も
関

連
部
署
が
綿
密
に
連
携
を
と
り
、
適

正
就
学
や
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
特
別

支
援
教
育
に
つ
い
て
も
、
適
切
に
対

応
す
る
よ
う
要
望
す
る
。

④
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
間
の
協
力
と
連
携
も
含

め
、
住
民
の
利
便
を
配
慮
す
る
よ
う

路
線
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

バ
ブ
ル
経
済
の
崩
壊
後
十
数
年
が

経
過
し
、
打
ち
続
く
経
済
不
況
と
と

も
に
、
未
曾
有
の
少
子
高
齢
社
会
を

迎
え
、
不
安
と
希
望
が
混
在
す
る
社

会
環
境
の
中
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

市
民
に
と
っ
て
信
頼
と
納
得
が
得
ら

れ
る
確
か
な
市
政
運
営
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
中
、
安
全
・

安
心
・
活
力
を
確
保
す
る
こ
と
を
重

点
課
題
と
と
ら
え
た
、
本
予
算
に
お

今
回
の
予
算
案
は
、
長
引
く
不
況

に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況
の
も
と
、

堅
実
な
市
政
運
営
で
一
定
の
評
価
が

で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
予
算
の
中

か
ら
は
、
こ
の
ま
ち
を
ど
の
よ
う
に

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
、

本
当
に
市
民
の
た
め
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ

の
姿
勢
、
方
向
性
が
見
え
て
こ
な
い
。

1
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
日
・
祝
日
等

が
休
館
。
開
設
時
間
も
10
時
か
ら
6

時
で
、
こ
れ
で
本
当
に
困
っ
て
い
る

人
へ
の
支
援
が
で
き
る
の
か
。
子
育

て
支
援
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
、

重
要
な
役
割
を
担
う
と
い
う
認
識
に

欠
け
て
い
る
。
ま
た
、
次
世
代
育
成

支
援
の
た
め
の
行
動
計
画
の
作
成
で

も
、
ニ
ー
ズ
調
査
の
段
階
か
ら
中
学

生
以
上
の
子
ど
も
へ
の
視
点
が
な
く
、

こ
れ
で
果
た
し
て
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
の
育
ち
を
ト
ー
タ
ル
に
支
援
す

る
計
画
が
で
き
る
の
か
大
変
不
安
で

あ
る
。
花
小
金
井
駅
北
口
の
都
市
基

盤
整
備
事
業
で
も
、
市
民
へ
の
説
明

責
任
や
意
見
反
映
が
足
り
な
い
。
こ

う
し
た
こ
と
は
、
義
務
だ
か
ら
、
要

望
が
多
い
か
ら
仕
方
な
く
つ
く
る
と

い
う
、
市
の
消
極
的
な
姿
勢
を
感
じ

残
念
で
あ
る
。
こ
の
ま
ち
に
住
み
続

け
た
い
と
思
え
る
よ
う
な
計
画
を
、

幅
広
い
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
つ
く
り
上
げ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

国
で
は
三
位
一
体
の
改
革
が
言
わ

れ
、
そ
の
中
で
、
自
立
し
た
市
政
運

営
を
ど
う
組
み
立
て
て
い
く
の
か
が

問
わ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
自
治

体
独
自
の
創
意
と
工
夫
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
問
題
点
を
付
し
反
対
す
る
。

調
査
の
実
施
、
ル
ネ
こ
だ
い
ら
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
等
を
評
価
す
る
。

活
力
と
創
造
へ
の
取
り
組
み
で
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
な
が
ら
、
従
来
の

商
工
業
・
農
業
事
業
へ
の
予
算
が
継

続
し
て
組
ま
れ
評
価
す
る
。
ま
た
、

土
曜
日
開
庁
の
試
み
も
評
価
す
る
。

平
成
18
年
度
以
降
の
市
政
運
営
の

基
本
と
な
る
第
三
次
長
期
総
合
計
画

の
本
格
的
な
策
定
作
業
で
は
、
よ
り

一
層
の
市
民
の
理
解
を
得
る
た
め
の

情
報
提
供
を
要
望
す
る
。

大
き
な
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
で
は
、
防
犯
の

た
め
の
組
織
強
化
と
し
て
、
地
域
、

関
係
団
体
、
警
察
や
東
京
都
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
市
民
に
と
っ
て

の
安
心
の
窓
口
と
な
る
市
政
を
目
指

し
て
い
く
こ
と
を
高
く
評
価
す
る
。

以
上
、
申
し
述
べ
賛
成
と
す
る
。

る
都
市
農
業
の
育
成
、
便
利
で
開
か

れ
た
市
政
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
の

土
曜
午
前
の
一
部
窓
口
の
開
庁
等
に

つ
い
て
期
待
す
る
。

市
が
市
民
の
声
を
し
っ
か
り
と
聞

き
、
ま
た
受
け
と
め
、
物
的
・
精
神

的
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
、
最

大
限
の
努
力
を
傾
注
し
つ
つ
、
事
業

実
施
に
当
た
る
こ
と
を
強
く
要
望
し

て
賛
成
す
る
。

け
る
政
策
は
、
時
代
の
要
請
に
沿
っ

た
も
の
で
評
価
す
る
。

具
体
的
に
は
、
第
1
に
小
川
町
一

丁
目
西
部
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

の
推
進
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
継

続
運
行
、
ご
み
減
量
・
資
源
化
等
、

都
市
基
盤
や
環
境
重
視
の
都
市
づ
く

り
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
と
り
わ

け
防
災
安
全
課
の
新
規
開
設
は
、
今

後
の
活
躍
を
大
い
に
期
待
す
る
。

第
2
に
小
学
校
図
書
の
充
実
、
心

身
障
害
学
級
の
増
設
、
保
育
園
2
園

で
の
延
長
保
育
の
実
施
、
小
川
町
二

丁
目
地
区
地
域
セ
ン
タ
ー
と
併
設
の

児
童
館
の
設
計
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
実
態
調
査
等
、
学
校
教
育
・
次
世

代
育
成
支
援
・
健
康
福
祉
の
分
野
で

の
多
く
の
施
策
を
高
く
評
価
す
る
。

第
3
に
商
店
街
へ
の
補
助
事
業
等
、

商
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
、
活
力
あ

反
対
理
由
の
第
1
に
、
市
民
の
暮

ら
し
・
福
祉
・
社
会
保
障
充
実
・
産

業
振
興
等
、
市
民
の
願
い
に
積
極
的

に
こ
た
え
た
予
算
に
な
っ
て
い
な
い
。

学
童
ク
ラ
ブ
は
待
機
児
童
が
出
る
見

通
し
で
、
ま
た
施
設
設
備
と
指
導
員

体
制
な
ど
改
善
が
図
ら
れ
て
い
な
い
。

不
況
下
で
の
商
店
･
中
小
企
業
の
苦

境
は
深
刻
で
、
実
態
に
合
っ
た
小
口

融
資
制
度
へ
の
改
善
が
叫
ば
れ
て
お

り
、
早
期
の
対
応
を
求
め
る
。
防
災

安
全
課
の
新
設
は
、
関
係
機
関
と
の

連
携
は
大
事
だ
が
、
警
察
O
B
等
の

配
置
ま
で
は
必
要
な
い
。
安
全
の
名

の
も
と
、
監
視
強
化
の
社
会
に
な
ら

な
い
よ
う
十
分
注
意
を
求
め
る
。

第
2
に
、
市
民
参
画
・
情
報
公
開

協
働
の
発
展
な
ど
へ
の
取
り
組
み
が

弱
い
。
第
三
次
長
期
総
合
計
画
の
検

討
で
は
、
公
募
市
民
に
よ
る
「
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ま
ち
づ
く
り
会
議
」
を

立
ち
上
げ
た
こ
と
な
ど
は
評
価
す
る

が
、
新
年
度
で
は
計
画
素
案
づ
く
り

へ
の
市
民
参
加
を
求
め
る
。

第
3
に
、
市
の
財
政
困
難
は
、
不

況
だ
け
で
は
な
く
、
国
の
増
税
策
や

三
位
一
体
改
革
、
東
京
都
の
財
政
健

全
化
プ
ラ
ン
な
ど
に
あ
る
こ
と
を
市

民
に
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ
る
。

第
4
に
、
教
育
行
政
が
、
教
育
基

本
法
の
原
点
に
立
っ
て
い
な
い
。
せ

め
て
小
学
校
の
1
・
2
年
生
か
ら
で

も
30
人
以
下
学
級
の
実
現
へ
の
取
り

組
み
を
求
め
る
。
学
校
図
書
館
は
、

専
任
司
書
配
置
な
ど
、
教
育
環
境
の

整
備
の
促
進
を
求
め
る
。
学
校
で
の

君
が
代
・
日
の
丸
の
扱
い
に
は
、
命

令
や
、
行
政
の
思
惑
な
ど
が
先
行
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
求
め
る
。

以
上
指
摘
し
、
反
対
討
論
と
す
る
。

安
全
な
ま
ち
小
平
へ
の
一
歩
を
高
く
評
価

政
　
和
　
会
賛成 

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
当
局
の
努
力
を
評
価

フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平
賛成 

市
民
の
暮
ら
し
、
願
い
に
十
分
な
対
応
を

日
本
共
産
党
小
平
市
議
団
反対 

幅
広
く
市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
よ

緑
・
ネ
ッ
ト
反対 

市
民
の
声
に
こ
た
え
た
物
心
両
面
の
サ
ー
ビ
ス
を

市
議
会
公
明
党
賛成 

市民の安全、安心を守る「防災安全課」

市民に好評なコミュニティバス

※

※


